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解説
奥平 一

【荻野綾子、1929 年のリサイタル】
　1929 年（昭和４年）5 月 23 日（木曜日）午後７時のことである。前々
年の暮れに三年間のパリ留学を終えて帰国した歌手、荻野綾子（1898
～ 1944）のリサイタルが開かれた。荻野と同じ年齢で、31 歳の近
衛秀麿（1898 ～ 1973）の指揮、新交響楽団（現・NHK 交響楽団）
の管弦楽伴奏であった。会場は、1927 年２月に第一回目の定期演
奏会を開催した新交響楽団が、定期演奏会の会場として使用してい
た神宮外苑の日本青年館である。
　リサイタルのプログラムは、近衛秀麿編曲「フランス 17 世紀歌謡
集」、Ⅱ．ショーソン「愛と海の詩」全曲（ブーショール・作詞）、Ⅲ．
グラズノフ「交響詩　ステンカ・ラージン」（管弦楽）、Ⅳ．橋本國彦「笛
吹き女」（深尾須磨子・作詩）、という演目であった。声楽作品はす
べてが日本初演であり、「フランス 17 世紀歌謡集」と「笛吹き女」は、
このリサイタルのためにそれぞれ編曲及び作曲された。（グラズノフの
交響詩は、1927 年 10 月に行われた近衛秀麿指揮、新交響楽団第
14 回定期演奏会で既に演奏をされている。）
　今日のオーケストラ・ニッポニカ第 24 回演奏会は、上記 1929 年
の荻野綾子のリサイタルのプログラムの趣旨を汲んで再構成し、荻
野の業績を改めて顕彰しようとする企画である。

【荻野綾子の略歴と業績】
　荻野は、1898 年（明治 31 年）11 月 2 日、福岡に生まれた。高
等女学校時代に音楽に強く惹かれて、音楽家を目指すようになり、
1915 年（大正４年）に東京音楽学校（現・東京藝術大学）へ進学
する。1919 年東京音楽学校本科声楽部卒業、1921 年研修科修了。
1925 年以降 1938 年までの間に、三度にわたり通算約５年間、パ
リへの留学を果たした。声楽をペツオルト、クロワザに、ハープをミ
シュリーヌ・カーンに、それぞれ師事する。ソプラノ歌手として、日本
とフランスの近現代の歌曲をそれぞれ両国に紹介し、フランス歌曲
の普及と日本歌曲の創作に貢献すると共に、優れた歌手を育成した。
1944 年（昭和 19 年）10 月 12 日、グアム島の玉砕、沖縄への大
空襲と戦局が切迫する中、千葉県布佐町（現・我孫子市布佐）で病
没した。
　荻野の業績は、第一に日本歌曲の創作委嘱と初演及び演奏を行っ
たこと、また海外で歌ったこと、第二に多くのフランス歌曲を日本へ
初めて紹介したこと、第三にフランス歌曲の魅了を伝えて優れた弟子
を育成したこと、などである。

【日本歌曲への業績】
　荻野は東京音楽学校卒業後、数年を経ずして、長編物語歌曲「芥
子粒夫人（ポストマニ）」（1924）、誰もが知る名作「からたちの花」

（1925）を始めとする、山田耕筰（1886～1965）の数多くの作品を歌っ
ている。「からたちの花」は、荻野に捧げられている。当時、山田
と並ぶ作曲家であった信時潔（1887 ～ 1965）にも委嘱をしている。
　1920 年代後半からは、後に新興作曲家連盟（1930 年創設）に
所属することになる若い作曲家たちを中心に、数多くの委嘱を行った。
すなわち、伊藤昇（1903 ～ 1993）、清瀬保二（1900 ～ 1981）、齋
藤秀雄（1902 ～ 1974）、菅原明朗（1897 ～ 1988）、橋本國彦（1904
～ 1949）、早坂文雄（1914 ～ 1955）、松平頼則（1907 ～ 2001）、
箕作秋吉（1895 ～ 1971）、山田和男（1912 ～ 1991）などである。
委嘱にあたっては、若い作曲家たちを励まして経済的な援助をする
ために、質屋通いまでしたようである。（四家文子「歌ひとすじの半
世紀 ～わたしの楽壇史・交友録」1978 現代芸術社刊）
　中でも橋本國彦は 1928 年に、荻野の委嘱によって「黴」「斑猫」

「笛吹き女」を作曲する。この三作品は同一の作品番号（作品 16-
1,2,3）で括られている。続けて荻野は、名曲中の名曲「舞」（1929）
を橋本に委嘱する。作詞はいずれも、詩人・深尾須磨子である。荻

野の第一次留学帰国直後に開催された 1929 年 4 月の「荻野綾子日
本歌曲の夕べ」、及び冒頭に述べた 5 月のリサイタルで初演されたこ
れらの作品群は、当時の歌曲の新しいスタイルを打ち出し、日本歌
曲史上に於ける画期的な作品となった。
　荻野が日本の歌曲を作曲家に委嘱して歌うという活動を、如何に、
継続的に、積極的に取組んだかという証は、東京藝術大学附属図書
館の「荻野文庫」の存在にある。2007 年に東京藝術大学附属図書
館で「荻野文庫」が発見された。これは、荻野綾子の夫であり、戦
前の一時期に東京音楽学校教授を務めた太田太郎（1900 ～ 1945）
の蔵書に含まれていた手稿譜である。内容は、少なくとも 55 人の日
本の作曲家たちによる歌曲の手稿譜 224 点であった。現在では目録
が整備、公開されていて、Web 上での情報検索が可能になっている。
　ここには興味深い情報が存在している。例えば、伊福部昭「平
安期の秋に寄する三つの詩 （小野小町 , 曽根好忠 , 和泉式部詩）」

（1934？）は、従来の作品表では見たことのない作品名であり、目
録上では「新発見？」と注釈がついている。もしも新発見であるのな
らば、来年の伊福部昭生誕 100 年にあたって、再演が期待される。
　また、オーケストラ・ニッポニカが 2004 年に演奏した管弦楽作
品である、伊藤昇「黄昏の単調」（1927）の作品名が検索できる。
ところが、内容は『管弦楽伴奏付き歌曲』となっているのである。こ
の作品は、三木露風の詩によって触発され、当初ピアノ作品として作
曲された。その後マンドリン・オーケストラのために、さらに管弦楽
作品に編曲されて、ワルター・ヘルベルト指揮、新交響楽団によっ
て演奏されている。声楽作品版が存在することは、伊藤昇について
の主要文献である秋山邦晴著（編集・林淑姫）「昭和の作曲家たち」

（2003　みすず書房）の中にも、あるいは数冊の管弦楽作品年表に
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も見出すことができない。
　「荻野文庫」が日本歌曲史上、また日本の作曲史に於いても、最
重要の資料集であることは容易に想像が付く。
　　
　しかし、荻野らの努力にもかかわらず、日本の演奏史において、
一般的に日本歌曲を歌う活動への評価は、芳しいものではなかった
ことが窺える証言がある。新国立劇場初代芸術監督で日本芸術院
会員、歌手、作曲家で稀代の音楽評論家でもあった畑中良輔（1922
～ 2012）は、日本歌曲を歌うことについて次のように語っている。「日
本人の感性、思考力で、日本人の持つ独特の美意識でもってドイツ
歌曲と対峙したときに初めて、日本人がドイツ歌曲を、またフランス
歌曲を歌う理由が出てくるのであって、もちろん勉強するときには、
より本物に近づくべく勉強しなきゃいけないけれども、究極は、日本
人ということから我々は抜け出られない。ですから、日本人は日本の
美意識でもってドイツ歌曲、イタリア歌曲を歌っていくほかはありま
せん。～中略～ところが、日本歌曲の場合は、日本人が日本歌曲を
歌うのは当然だと思うけれども、その当然さが当然さじゃなくなって
いる時代が長く続いて、独唱会を日本歌曲でやると一段低く見られ
た時代もあります。それは昔から現在なお尾を引いています。大正
11 年に発刊された北原白秋、山田耕筰主幹による『詩と音楽』とい
う雑誌がありますが、この中で、外山国彦（1885-1960）さんが日
本歌曲だけでリサイタルをやったら、批評家から「堕落だ」と書かれ
たと。音楽を勉強する人が日本の歌曲を歌うと堕落だとスタンプを
押される。それは、昭和になっても同じ風潮だった。」（雑誌・音楽
芸術第 51 巻第 12 号 1993 年　音楽之友社「対談 日本歌曲の歌唱
にみる課題」24 ～ 25 頁）
　今日における荻野綾子の評価は、芳しいものではない。ドイツ
歌曲を中心に、日本歌曲の歌唱にも生涯をかけて取組んだ柳兼子

（1892 ～ 1984）や、オペラやドイツ及びフランス歌曲の歌唱、そし
て日本の歌曲の創作など幅広い分野で活躍した四家文子（1906 ～
1981）の名は、標準音楽辞典（1966 音楽之友社）に掲載されてい
るが、荻野綾子の名はなく、世の中の知名度が今ひとつ低いことは、
全く不思議でならない。 　オーケストラ・ニッポニカはこれまでに、荻野が初演した管弦楽

伴奏付きの歌曲を、折に触れて再演してきた。橋本國彦「笛吹き
女」（1928）、伊藤昇「古きアイヌの歌の断片 “ シロカニペ ランラン 
ピシカン ”（銀の滴降る降るまはりに）」(1930) 、諸井三郎（1903 ～
1977）ソプラノのための二つの歌曲「妹よ（中原中也詩）」「春と赤ン坊（中
原中也詩）」 (1935)、早坂文雄「海の若者（佐藤春夫詩）」 (1939)である。

【フランス歌曲への業績】
　荻野は、1925 年春から1927 年暮れまで、及び 1930 年暮れか
ら約一年半、パリへ留学して声楽、ハープを学び、幅広く様々な演
奏会を聴き、フランスの音楽家との交流を図っている。第一次留学
の帰国直後の 1928 年１月には、二日間に渡るフランス歌曲による帰
国リサイタルを催している。また、10 月17 日には「ドビュッスイのま
つり」と題して、没後十年を記念したドビュッシー（1862 ～ 1918）
の歌曲 16 作品による演奏会を開催している。荻野が華 し々く楽壇に
躍り出た 1928 年や 1929 年には、ラヴェル（1875 ～ 1937）の連
続演奏会が企画されたり、音楽雑誌にフランス音楽の特集が盛んに
組まれたりしていた。ちなみに、当時「音楽新潮」という雑誌が発
行されていて、1929 年からこの雑誌に楽譜が付録につくようになる。
この年の付録楽譜の作曲者は圧倒的にフランスの作曲家で占められ
ている。順に、クープラン、ラモオ、ドビュッシー、ラヴェル、オネ
ゲル、ミヨー、ポリニャック大公夫人、オーリック、デ・ファリャ、ホ
アキン・ニン、ジルマル・シクス、清瀬保二、松平頼則、と見事な
ラインナップである。ことに、フランス六人組、及びバレエ・リュス
のプロデューサーであったディアギレフの庇護者で、米国の財閥シン
ガーミシン（懐かしいメーカー名）の令嬢であり、音楽に造詣が深かっ
たポリニャック大公夫人の作品が複数回掲載されているのには、驚
かされる。意外にも、海外の音楽情報はかなりな密度で日本にもた
らされていたのである。
　1928 年の荻野はオーケストラとも共演をしていて、11 月 11日の
新交響楽団第 38 回定期演奏会では、ヨゼフ・ケーニッヒの指揮に

荻野綾子年譜 （1898 ～ 1944）

西暦 ( 和暦 ) 年譜
1898( 明治 31) 11/2 福岡生
1911( 明治 44) 福岡高等女学校入学、音楽に親しむ。
1915( 大正 4) 福岡高等女学校卒業、東京音楽学校（現・東京芸大）

入学。
1919( 大正 8) 東京音楽学校声楽科卒業、研究科へ。帰郷して九

大フィルと演奏会。
1921( 大正 10) 東京音楽学校研究科修了。文化学院で教える。
1922( 大正 11) 近衛秀麿作品発表会で独唱。
1924( 大正 13) 山田耕筰作品独唱。
1925( 大正 14) 深尾須磨子と渡欧。声楽を C. クロワザに、ハープ

を M. カーンに師事。
1927( 昭和 2) 年末にパリより帰国。
1928( 昭和 3) 東京高等音楽学院（現・国立音大）演奏会で独唱。

新響演奏会でハープ演奏。
1929( 昭和 4) 独唱会（近衛秀麿指揮新響）、新響演奏会でマーラー

4 番独唱（近衛指揮）
1930( 昭和 5) 深尾須磨子と 2 度目の渡欧。
1932( 昭和 7) シャンゼリゼ劇場で日本歌曲紹介（コッポラ指揮

コンセール・パドルー）。帰国。
1933( 昭和 8) 東京音楽学校講師着任。
1934( 昭和 9) 東京音楽学校辞職。太田太郎と結婚。
1937( 昭和 12) 夫と渡欧、パリで開催の国際音楽祭 TSCM に出演。
1938( 昭和 13) 帰国後、後進の指導に当たると同時にフランス歌

曲および日本歌曲を歌い続ける。
1944( 昭和 19) 10/12 没
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より、ラヴェル「シエラザード」（1904）から“ アジア ”と“ 魔法の
笛 ” 及びルーセル「四つの歌曲」（1903）を歌っている。パリ音楽
院長であったアラン・ルヴィエは、著作の中で次のように述べてい
る。『ショーソンの「愛と海の詩」は、管弦楽を伴う歌曲というこのき
わめて難しいジャンルにおいて、ベルリオーズの「夏の夜」（1840 ／
1856）とラヴェルの「シエラザード」を中継したと言える。』（「オー
ケストラ」1990 白水社文庫クセジュ）　荻野の「シエラザード」の歌
唱が全曲でなかったとはいえ、翌 1929 年に「愛と海の詩」全曲を日
本初演する荻野の活躍が、如何に一本筋の通ったもので、周到に準
備されたものであったかは、想像に難くない。
　このようにフランスからの帰国後、僅か二年の間に縦横な演奏活
動を行って、荻野は再びパリへ第二次留学をする。第二次留学後
の 1935 年 10 月 23 日には、新交響楽団第 159 回演奏会において、
荻野を贔屓にしていた山田耕筰の指揮により、フランス歌曲を歌った。
モーツァルト交響曲第四十番、ドビュッシー「牧神の午後への前奏

曲」、ショーソン「リラの季節」、フォーレ「月の光」、ラヴェル「カディッ
シュ」、ドビュッシー「マンドリン」、ラハナー組曲第二番というプログ
ラムである。プログラム構成として、フランス歌曲だけでなく、「牧神
の午後への前奏曲」が入っているのは山田の荻野に対する心遣いで
あろう。なぜなら「牧神」は、新交響楽団がパリでハープを勉強した
荻野の帰国を待って、荻野のハープ演奏により、第 27 回定期演奏
会（1928 年 4 月 8 日）において演奏された作品であるからだ。
　荻野は、三回にわたるフランス留学を経験しながら、数多くの独唱
会を開催して、フランス歌曲を自らのものとした。そして精魂込めた身
をもっての活動は、荻野の弟子によって引継がれていく。荻野の代表
的な弟子に、古澤淑子（1926 ～ 2001）がいる。古澤は、今日に続
く「フランス歌曲研究会」を立ち上げたほか、ドビュッシーの歌劇「ペ
レアスとメリザンド」の日本初演に出演し、貢献している。時代の制
約もあり、荻野がフランスの歌劇作品に出演することはなかった。

近衛秀麿のこと
藤田由之（音楽評論家）

　日本にまだ常設のオーケストラがつくられていない1923年にヨー
ロッパを訪れ、フランスとドイツの音楽家のちがい、そして彼らのオー
ケストラに対する根本的な理念の差を、いわば本能的に感じとった。
そこですでに巨匠カール・ムックの偉大さに開眼したばかりでなく、
翌 24 年１月には東洋人として初めてベルリン・フィルを指揮して大
成功を収めている。その後も彼はこのヴィルトゥオーゾ・オーケスト
ラに何回か客演しており、批評にも楽団既知の指揮者というような
言葉も見られるようになっていた。また 24 年 9 月に開かれた帰朝
記念演奏会では、マーラーの第１交響曲の第３楽章の一部を小編
成に編曲し、日本に初めてこの作曲家の音楽を響かせた。
　1926 年 9 月新交響楽団（現 NHK 交響楽団）を結成し、その
初期のほぼ 10 年を、兄である文麿公爵の支援を得ながら維持した
が、1935 年に新響を辞任、36 年から 45 年までのほとんどを欧

米での指揮活動を中心にすごした。それより前から、エーリヒ・ク
ライバーやヴィルヘルム・フルトヴェングラーとも親交をつづけ、と
くにクライバーからは教えをうけていたが、さらにレオポルド・スト
コフスキーとも交友を保ち、フィラデルフィア管弦楽団などへの客演
やハリウッド・ボールへの出演は、彼の推薦によるものであった。
　近衛はまた、きわめて幅広いレパートリーをもちながら、ベートー
ヴェンの交響曲や歌劇〈フィデリオ〉、モーツァルトの歌劇〈魔笛〉
のエクスパートとしても知られ、そのために招かれることも多かった
ようだ。また、早くからオーケストレーションにすぐれ、交響曲や
管弦楽曲の改訂や編曲も数多いが、歌曲についても、作曲や伴奏
の管弦楽化をいくつものこしている。
　戦後の日本でも、教育、普及活動も含めてオーケストラの育成に
つとめたが、その眞価を知る人が減少し、充分にいかされて来なかっ
たことは惜しまれる。　

近衛秀麿編曲「17世紀フランス歌謡集」
歌詞一覧

■リュリ：暗い森は陰を濃くして～オペラ「ア
マディス」よりアリア（キノ－・台本）（1683） 
Jean-Baptiste LULLY: "Bois épais 
redouble ton ombre", Air de opera 
"Amadis" (libretto by Philippe Quinault)

Bois épais redouble ton ombre,
Tu ne saurais être assez sombre,
Tu ne peux trop cacher mon malheureux amour.

Je sens un désespoir dont l’horreur est 
extrème,
Je ne dois plus voir ce que j’aime,
Je ne peux plus souffrir le jour.

（大意）
暗い森の陰は濃いけれども
私の不幸な愛を隠すことはできない
恐怖が私を襲い絶望的になる
私はもう耐えることはできない

■ラモー：オペラ「エベの踊り」プロローグよ
りアリア（モンドルジュ・台本）（1739） 
Jean-Philippe RAMEAU: Air dans le 
prologue dès "Fêtes d'Hébé" (libretto 
by Gauthier de Mont-d’Orge)

Accourez, riante jeunesse! 
L’Amour va régner avec nous,
Ah! Règnera parmi nous,

Fuyez, tristesse! Fuyez, jaloux!
Ce n’est jamais pour vous 
Que ce Dieu s’intéresse,

（大意）
若者よ、早くいらっしゃい
愛は私たちのもの
ああ、この世は私たちのもの

悲しみも嫉妬も逃げてお行き
神はお前たちには興味がないのだ

■マレ：私が小鳥だったころ（ベランジェ・作詞）
Marin MARAIS: Si j'etais petit oiseau 
(poem by P-J. de Béranger)

Moi qui, même auprès des belles,
voudrais vivre en passager,
que je porte envie aux ailes
de l'oiseau vif et léger!
Combien d' espace il visite!
à voltiger tout l'invite:
l'air est doux, le ciel est beau.
Je volerais vite, vite, vite,
si j'étais petit oiseau.

C'est alors que Philomèle
m' enseignant ses plus doux sons,
j'irais de la pastourelle
accompagner les chansons.
Puis j'irais charmer l'ermite
qui, sans vendre l'eau bénite,
donne aux pauvres son manteau.
Je volerais vite, vite, vite,
si j'étais petit oiseau.

Puis j'irais sur les tourelles
où sont de pauvres captifs,
en leur cachant bien mes ailes,
former des accords plaintifs.
L'un sourit à ma visite ;
l'autre rêve, dans son gîte,
aux champs où fut son berceau.
Je volerais vite, vite, vite,
si j'étais petit oiseau.

Puis, voulant rendre sensible
un roi qui fuirait l'ennui,
sur un olivier paisible
j'irais chanter près de lui.
Puis j'irais jusqu'où s'abrite
quelque famille proscrite,
porter de l'arbre un rameau.
Je volerais vite, vite, vite,
si j'étais petit oiseau.

（大意）
私は鳥の翼がうらやましい
光の中を、美しい空を飛ぶ
私は速く速く飛んでいくだろう
私が小鳥だったなら
				  
ナイチンゲールの甘い声のように
私は歌を運ぶ
そして貧しいものにマントを与える隠者を魅了する

それから私は貧しい人々がとらわれた塔に行き
翼を隠して彼らの悲しみを共にする
ある人は私を見てほほえみ
生まれ故郷の夢を見る

私はオリーブの木にとまり
王様の気晴らしのために歌う
そしてその小枝を追放された一家に届ける
私は速く速く飛んでいくだろう
私が小鳥だったなら

■グレトリー：皆が眠っている時～オペラ「嫉
妬する恋人」より小夜曲（デル・台本）（1778） 
André -Ernest-Modeste GRÉTRY: 
"Tandis que tout sommeille", Sérénade 
de "L’amant jaloux" (libretto by Thomas 
d'Hèle)

Tandis que tout sommeille Dans l’ombre 
de la nuit,
L’amour qui me conduit,
L’amour qui toujours veille,
Me dit tout bas: Viens, suis mes pas Où 
la beauté t’appelle.

Voici l’instant du rendezvous,
Profite d’un bonheur sidoux,
Moi pour écarter les jaloux,
Je ferai sentimelle.

De l’amant le plus tender,
Ah! Couronnez l’espoir.
S’il ne peut pas vous voir,
Qu’il puisse vous entendre;
Un mot de vous, Un mot bien doux
Doit confirmer encore

Cet espoir heureux et flatteur,
Qui ce matin comblait mon cœur,
Et d’où depend tout mon bonheur;
Charmante Léonore!

（大意）
皆が眠っている夜に、愛が私にささやく
ランデブーの瞬間が来た
幸運を存分に味わいなさい
恋人はあなたの甘い言葉を聞きます
今朝私の心を満たした幸せな希望
全ては私の幸運のおかげ

近衛秀麿編曲　フランス17 世紀歌謡集（1929）
　この作品のスコアと演奏譜面は、「荻野文庫」の中から発見された
ものである。
　「17 世紀」と謳われているが、18 世紀の作品を含むオムニバス組
曲である。第三曲目のみ歌曲であり、ほかはオペラの中のアリアであ
る。組合せの出典は不明であるが、おそらくは荻野がパリ留学で入
手した譜面からの編曲であろう。この後、近衛はリュリ、ラモー、グ
レトリ等の管弦楽作品を新交響楽団の定期演奏会で指揮している。
編曲者の近衛秀麿については、近衛の弟子でもあった藤田由之氏の
文章を参照して頂きたい。ここでは、各曲の作曲家のプロフィールを
簡潔に紹介する。
　ジャン＝バティスト・リュリ（1632 ～ 1687）は、イタリア・フィレンツェ
の出身。リュリによって初めて、フランス独特のオペラが創りあげら
れたと言われる。ルイ14 世の寵愛を受けて、1673 年から没するまで、
ほとんど毎年オペラを作曲し、16 曲を残した。リュリのオペラの大半
は音楽悲劇であり、音楽よりは劇が優先されている。また、音楽は
フランス語の抑揚によく合っていたため、フランス人に受入れられた。
　ジャン・フィリップ・ラモー（1683 ～ 1764）は、ブルゴーニュ地
方の中心地のディジョンに生まれた。前半生は、ノートル・ダーム大
聖堂などのオルガニストを務めた。後にマリ・テレーズ・デゼイの庇
護を受けて、オペラの世界に進出した。ラモーのオペラは、リュリ以
来のフランスの伝統的な手法に立脚していると言われている。劇的
な表現に富んでいて、特に合唱はバッハの受難曲やヘンデルのオラト
リオにも比肩できる力がある。
　マラン・マレ（1656 ～ 1728）は、パリに生まれヴィオラ・ダ・ガ
ンバを学ぶと同時に、作曲をリュリに学んだ。ガンバの独奏者として
活躍する一方、オペラ座の指揮者を務め、マレもまたルイ14 世にか
わいがられた。

　アンドレ・エルネスト・モデスト・グレトリ（1741 ～ 1813）は、現
在のベルギーのリエージュで生まれた。幼少時、生地でペルゴレー
ジなどのオペラを見て、オペラの作曲を志す。ローマに学んだ後、
1768 年以降はパリでオペラ・コミックの流行作曲家となった。簡潔
な構成と叙情的な旋律が大衆の人気を博した。
【初演】1929 年 5 月 23 日　新交響楽団 ( 現 NHK 交響楽団 )　指揮：
近衛秀麿　独唱：荻野綾子　日本青年館

【楽器編成】2fl,2ob,cor-i,2cl,2fg,2hrn,g, 弦楽 5 部 , 独唱 S
【使用楽譜】東京藝術大学附属図書館所蔵

ショーソン　リラの季節～「愛と海の詩」より（ブーショー
ル・作詞）（1886）
　日本で初めてショーソンのオーケストラ作品が演奏されたのは、
1929 年の荻野のリサイタルであり、「愛と海の詩」であった。交響曲
の初演は戦後で、有名なヴァイオリン独奏曲「詩曲」の初演は 1935
年のことである。リサイタルでは「笛吹き女」が最後に演奏されたが、
荻野にとってこのリサイタルの要の作品は、「愛と海の詩」であったで
あろう。繊細な管弦楽伴奏を持つこの作品は、橋本國彦に、またリ
サイタルの新作の作詞をした深尾須磨子にも、大きな影響を与えた
と推測する。「笛吹き女」の静寂な部分にはフランス音楽の香りがす
るし、「笛吹き女」の歌詞には「愛と海の詩」と共通したキー・ワード
として “月”や “リラ”という言葉が現れて、相互の連想を深めている。
　“ リラの季節 ” は「愛と海の詩」の終曲の終わり部分であり、しば
しばひとつの作品として歌われる。作曲者自身のピアノ伴奏版がある。
【初演 ( 愛と海の詩 )】1893 年 4 月 8 日　国民音楽協会オーケストラ　
指揮：ガブリエル・マリ　独唱：エレオノーレ・ブラン　( パリ )

【日本初演 ( 愛と海の詩 )】1929 年 5 月 23 日　新交響楽団　指揮：近
衛秀麿　独唱：荻野綾子　日本青年館

【楽器編成】2fl,2ob,2cl,2fg,2hrn,2tp,3tb,tim,hp, 弦楽 5 部 , 独唱
【使用楽譜】サラベール社

「リラの季節」
（詩：ブーショール）
“Le temps des lilas” (pem by Maurice BOUCHOR)

Le temps des lilas et le temps des roses
Ne reviendra plus à ce printemps-ci; 
Le temps des lilas et le temps des roses
Est passés, le temps des oeillets aussi.

Le vent a changé, les cieux sont moroses,
Et nous n'irons plus courir, et cueillir 
Les lilas en fleur et les belles roses;
Le printemps est triste et ne peut fleurir.

Oh! joyeux et doux printemps de l'année,

Qui vins, l'an passé, nous ensoleiller,
Notre fleur d'amour est si bien fanée,
Las! que ton baiser ne peut l'éveiller! 

Et toi, que fais-tu? pas de fleurs écloses,
Point de gai soleil ni d'ombrages frais;
Le temps des lilas et le temps des roses
Avec notre amour est mort à jamais.

（大意）
リラの花や薔薇の花咲く季節は
もう二度とやってこない
春はもう花を咲かせることが出来ない
私たちの愛の花はすっかりしおれてしまった
リラの花や薔薇の花咲く季節は
私たちの愛と共に永遠に死んでしまった
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開催のお知らせ
シンポジウム「日本の管弦楽作品の演奏譜に於ける課題と展望」
主催：東京音楽大学付属図書館／芥川也寸志メモリアル　オーケストラ・ニッポニカ

　演奏譜は、文化です。
　作曲者自筆の作品の総譜（スコア）があっても、演奏譜がなければ音は出せません。オーケストラ・ニッポニカは 2002 年の創立以来、
100 曲を超える日本の管弦楽作品の演奏を重ねてきました。演奏会の企画はまずその楽譜を発掘することから始まります。完全な
形で演奏譜が見つかることはまれで、その都度演奏譜を整えてきました。このたび、これまでに蓄積した演奏譜、及び全ての演奏録音、
記録等を東京音楽大学付属図書館へ寄託し、広範な活用に資することと致しました。これを機会に、日本の管弦楽作品の演奏譜に
まつわる課題と展望を広く共有して頂くために、次の通りシンポジウムを開催いたします。奮って、ご参加下さいますようご案内
を申し上げます。

日時：2013 年 12 月 7 日（土）14：30 ～ 17：00　
場所：東京音楽大学付属図書館ホール
　　司会　林 淑 姫　
　　基調報告　「演奏譜は文化だ。 ～ニッポニカ十年の活動の中で考えたこと、感じたこと～」
　　パネリスト　オーケストラ・ライブラリアン、関係出版社、音楽評論家等、調整中

＊シンポジウムは、どなたでもご参加いただけます。事前参加登録は不要です。（参加無料）
＊終了後、交流会を行ないますので、こちらも奮ってご参加下さい。（参加費別途）　１７：００～１８：３０予定

橋本國彦　笛吹き女（深尾須磨子・作詞）（1928）
　全 12 章からなる、橋本國彦の唯一の管弦楽伴奏付きの歌曲であ
る。オーケストラ・ニッポニカがこの作品を演奏するのは三回目のこ
とであるが、この作品の初演の状況については、不覚にも今回荻野
綾子の軌跡を追ってみるまでわからないでいた。
　橋本は自らこの作品について、初演の演奏会のプログラムの中で、
次のように解説している。『深尾須磨子氏の詩による「黴」並びに「斑
猫」と姉妹曲にして、共に日本としては新らしき試みなる朗読調式の
作曲法による。フリュートは屡 （々しばしば）独奏的旋律を以て「笛
吹き女」を表はされ、最初に現はれる旋律は始終ヴァリエーション
的に変形を以て、種々なる楽器に現はされ、その間、エピソードを
含みつゝ、第二義的主題が二三、ロンド風に然も変形されつつ現れ
る。かくの如く、独唱を除きても殆ど独立せる音楽をなせど、全体と
しては勿論、純形式的器楽曲の如き厳格さを持たぬ。』（文は旧字体
を新字体に改めた）　
　この作品のポイントは、冒頭に現れるソロ・フルートの主題を中心
としたロンド風変奏曲であることと、歌唱が一部 “ 朗読調式 ” である
という、二点である。翌年に作曲された「舞」では、この “ 朗読調式 ”
が一層鮮明となる。作曲者が 24 歳の時の作品であるが、演奏時間
は 15 分を超え、場面に応じて様々な様相を表す美しい管弦楽伴奏
を持つ大作である。驚いたことに、この若い作曲家は同じ1928 年に、
ほかにも優れた作品を書いている。歌曲では、この作品を含めた三
部作となる「黴」「斑猫」であり、管弦楽作品としては、オーケストラ・
ニッポニカが 2003 年 2 月に発掘、再演した「感傷的諧謔」である。
驚くべき 24 歳の才能。
　作詞した深尾須磨子は夫を亡くした後、約 10 年間、荻野綾子と
共同生活を送った。荻野の第一、二次フランス留学へは深尾も同行
した。ふたりの生活は、新聞にスキャンダラスに書かれることが多かっ
たが、真に創造的な共同生活であったという。そこから、橋本の三
部作も誕生した。深尾は、荻野が歌やハープを学ぶ傍らで、フルー

トを学んだ。帰国後は、深尾のフルートと荻野のハープで演奏会を
開催することもあった。深尾とフルートのイメージは、固く結びつい
ている。
　ここで少し、この作品の詩を吟味してみたい。この詩は、荻野の
リサイタルの最後を飾るにふさわしく、華麗な起承転結を持っている。
第一章は、笛を吹く女の生きる姿勢を詠う。第二章は、笛の由来を
説く。第三章は笛に託した女の愛情と密やかな心情を詠う。第四章は、
形而上的な、笛に託した祈りの気持ちを申す。第五章は、四章から
一転して形而下的、道化的空想景色。第六章では、現実の生活に
引き戻される。次の章から連想は膨らみ、新しい展開に入る。第七
章は、己をピエロと呼ぶ心象風景そのⅠ。第八章は、己の心象風景
そのⅡ。第九章は、一層突詰めた心象風景そのⅢ、そして笛に託す
希望。第十章は、自虐と諦念。第十一章は、昇華と自己解放。第
十二章は、聴衆に訴え掛けるかのように、「愛と海の詩」のキー・ワー
ド “りら”と“ 月 ” を散りばめて、リラの香りを込めた音色の曲を “ 酔
ひたまへ”と差出して終わる。
　リラの香りを音に込める意は、既に第三章に現れている。“ 音は
むらさきの秘めごとに候 ”。リラは春に淡い紫の花をつけて、紫丁香
花と書く。ちなみに花言葉は、友情、大切な友達である。ただし、
1928 年時代に花言葉があったかどうかは定かではない。さらに、
第七章、第八章、第十章に出る“ ぴえろ”、“ 哀し”、“ おどけ ” な
どの言葉は、文字どおりピエロを喚起させる言葉である。この言葉た
ちは、第十二章の “月 ”とあわせて、シェーンベルクの「ピエロ・リュネー
ル（月に憑かれたピエロ）」（1912）の異国趣味の遠い木魂（こだま）
として耳に残る。「ピエロ・リュネール」は、語るように歌う“ シュプ
レッヒゲザング ”という歌唱様式を導入したことで著名な作品である
が、連想ゲームとして「笛吹く女」の “ 朗読調式 ”という橋本の音楽
様式につながる。
　それから、“ 笛吹き女 ”とは一体誰のことであろうか。当然、フルー
トをたしなんだ深尾自身のことを詠った、と考えるのが順当であろう。
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しかし、“ 笛吹き女 ” を “ 歌う女 ”と置換えて詩を読んで頂きたい。
私には、歌う荻野綾子を見守りながら、この詩を荻野のリサイタルの
ために書く深尾の姿が見えてくる気がする。人生の喜びも悲しみもそ
の胸の内に宿して、生活の中で歌を歌えば子犬は立止まり、すずめ
は踊る。荻野の歌声は、奇跡。今宵はリラの香りにのせて歌を歌い
ます、聴衆よ酔いたまえ、と。この詩は、深尾から荻野のリサイタル
への贈り物として、ショーソンの作品を意識して書かれたのではない
だろうか。もちろん、“ 笛吹き女 ” に深尾自身の存在も同時に重なる
のである。アンドロギュノス的な、両性具有的な詩とも読める。
　加えて、詩自体が候調で固く見える一方で、当時としては珍しく押韻
や、似た響きの言葉をリズミカルに繰返し、またそのリズムを時折破る、
日本の詩歌としての現代性を持っていることを指摘しておきたい。
【初演】1929 年 5 月 23 日　新交響楽団　指揮：近衛秀麿　独唱：荻
野綾子　日本青年館

【楽器編成】2fl(picc 持替 ),2ob(cor-i 持替 ),2cl(b-cl 持替 ),2fg,4hrn,
2tp,3tb,tub,tim,bd,cym,sd,tri,t-t,glo,hp,celesta, 弦楽 5 部 , 独唱 S

【使用楽譜】スコア：日本近代音楽館所蔵　パート譜面：オーケストラ・ニッ
ポニカ作成

ショーソン　交響曲　変ロ長調　（1890）
　エルネスト・ショーソン（1855 ～ 1899）は、パリで生まれた。法
律を学んだ後にパリ音楽院でジュール・マスネ（1842 ～ 1912）とセ
ザール・フランク（1822 ～ 1890）に学び大きな影響を受けた。新
婚旅行の際にもワーグナーの楽劇を聴くほどワーグナーに心酔した。
ショーソンは歌曲の分野に最も才能を発揮したが、この交響曲は三
楽章形式、且つ循環形式を取り、転調の多様、その叙情性などが、
師フランクからの決定的な影響を受けていると言われている。
　ショーソンは 1887 年に、自国フランスの作品を普及させる目的で
創設された国民音楽協会の書記長に就任して、協会の演奏会の開催
に尽力する。この交響曲の創作は、この多忙な時期に重なっている。
　パリのオーケストラの歴史は、ドイツ音楽を演奏する団体と、フラ
ンス音楽を擁護する団体によるシーソー・ゲームのようで、興味深い。
1807 年にドイツ国外では初めてベートーヴェンの交響曲を演奏した
パリ音楽院のオーケストラは、その後も繰返しベートーヴェンを演奏
し続けた。これを、あまりにエリート愛好家のものになりすぎている
と考えたジュール・パドルー（1819 ～ 1887）は、1851 年にコンセール・
パドルーというオーケストラを創設して、大衆向きの低料金で演奏会
を開催して活発な活動を行ったが、なんとワーグナーの音楽を広める

ことに尽力したのであった。これに対する反動のように、1873 年に
は出版商人がフランスの新しい音楽を世に問うために、コンセール・
ナショナルを設立する。翌年、指揮者エドゥアール・コロンヌ（1838
～ 1910）がこれを引継ぎ、コンセール・コロンヌというオーケストラ
に改称して、シャトレ座を本拠地に、ベルリオーズ、ビゼー、サン＝サー
ンス、フランク、フォーレ、マスネ、ダンディ、ドビュッシー、デュカ
ス、ラヴェルなどを演奏し擁護し続けた。1881 年に設立されたコン
セール・ラムルーというオーケストラは、バッハ、ヘンデル、ベートーヴェ
ン、シューマン、メンデルスゾーン、ワーグナーなど、ドイツ音楽の傑
作を演奏し続けた。
　ショーソンは国民音楽協会の書記長としてフランス音楽を擁護する
ために、コンセール・ラムルーなどの活動に対抗していたはずである。
オーケストラ・ニッポニカは、東京のコンセール・コロンヌと言ったら
冗談が過ぎるだろうか。恐らく1923 年、橋本國彦の歌曲「舞」を、
Ｐ．コッポラが管弦楽編曲・指揮して、荻野綾子の歌でＳＰ録音した。
この録音記録にある「パリ交響楽団」というのはどこのオーケストラ
であったのだろう。
【初演】1891年 4 月18 日　国民音楽協会オーケストラ　指揮：エルネ
スト・ショーソン　サル・エラール ( パリ )

【日本初演】1952 年 1月17 日　東京交響楽団　指揮：上田仁　日比
谷公会堂

【楽器編成】3fl(picc 持替 ),2ob, cor-i,2cl,b-cl,3fg,4hrn,4tp,3tb,tub,
tim,2hp, 弦楽 5 部

【使用楽譜】サラベール社

　最後に、この拙稿を日本放送作家協会九州支部長の香月隆氏に
捧げたい。氏は荻野の生地九州福岡での荻野綾子に関連する番組
を手掛け、さらには荻野の評伝を執筆し終えている。志ある出版社
の出現を待っているのである。多くの人々がこの評伝を手にすること
ができるよう願ってやまない。

（JASRAC（出）1314483-301）

1929 年５月２３日の荻野綾子独唱会プログラム冊子


